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 膜輸送を司る低分子量 G蛋白質 Rabのエフェクタードメインの統合的解析 

（メッセージ） 

 低分子量 G蛋白質 Rabは、GTPを結合した活性化型と GDPを結合した不活性化型の二

つの状態をサイクルする分子スイッチとして働き、細胞内の膜輸送を制御する。哺乳動物

に存在する 60 種類の Rab は、それぞれ特異的なエフェクター（effector）分子と結合する

ことにより特異的な膜輸送を促進し、様々な生命現象に関与するものと推察されている。

Rab を介する生命現象の分子基盤を解明する第一のステップとしては、特異的なエフェク

ター分子の同定が最も重要と考えられるため、世界中の多くの研究者が Rabエフェクター

の同定に取り組んでいる。しかしながら、哺乳動物には 60種類の異なる Rabアイソフォー

ムが存在するため、大部分の Rabに対する特異的なエフェクター分子は未だ同定されてお

らず、Rab エフェクター分子の統合的解析の必要性が世界的に高まっている。本研究では

当研究室で独自に開発した「Rabの網羅的解析ツール（Rab panel）」を用い、マウスに存在

する全ての Rabアイソフォームを対象にエフェクター分子の網羅的スクリーニングを行う

とともに、同定された分子の Rabエフェクタードメインの機能解析を目指している。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

 低分子量 G蛋白質 Rabの網羅的解析ツール。マウスあるいはヒトに存在する 60種類の

Rabに対する活性化型固定化あるいは不活性化型固定化変異体の各種発現ベクターなど。


